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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　本日はお招きいただきありがとうございました。
　今日は、大強度陽子加速器、Ｊ－ＰＡＲＣの誕生と展望というお話をさせていただきたいと思います。特に、私はこの計画に永らく携わってきましたので、ここで学んだことや、これからの大きな課題等について、時間の許す限りお話したいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ここからは、二つの領域、物質や生命の科学ではどういった研究がなされ、素粒子原子核ではどういった研究がなされるかのついて述べていきたいと思います。


i

LTI DHERR

KEK-PS
C(F3kW

\ (| L
t)’ bufE%El_
J-PARC
I D D D D O N I

1.0 e e I
% 0.8 20034
= BLEZ AW oy
= CHTD
8 RS BEFE T
© 0.6 .
2. <N 400 MeV U-?v’)iia& >
L
| -
2 //
a 04 300 kW 1 BFH] / >(
T i A 200 kW EE [ MR
X | efmma || 120kwW L 30 GeV
1890 | ] Sl > [=%9%

T | HAFFE

T Ak O f

° MR 115 kW E &
0.0 = I T B

JFY2008 JFY2009 JFY2010 JFY2011 JFY2012 JFY2013 JFY2014



o W - 4 Rl P RER FEER (MLF)

T ———— I

o [EFE—LICEBBRR IS TAENPIEFHAREL, TOREFELSHHIRICEEENS
E—-L51(23AJREAHE)IC, HRREEEOXEEREFE-LHEIGETNIS,

o NIV ASHFEFHMEHAREDTY7+—FHRMDISIS. REDF—7V) P EILHARAODSNS
NMEERFICEY, REAMICHRDOIXPEFRELTUEMTSNS,

o NFELIMA B MR DIADIEEICET AR DWIELRT, @i ERKLAEXAE—L
Kﬁﬂ' sHERL. FR23FE10ALS, ENSOHAZFRKTITFE. /

E1RB—)L “rnmemrs “SH2EB—
e w u u LLL B e R A i ¢ Hﬂﬁﬁﬁﬁ

mEwgmEx _.@HE%H#:&%*&



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　実際の実験室は、このようになっております。
　これは、ごく少ない数のビームラインしかスケッチ図に書いてありませんが、実際には、１８本まで予算化されており、現在働いているのは１２本程度となっております。
　●第１実験室はこのようになっており、
　●第２実験室はこのようになっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　まず、ニュートリノビームを用いた実験をご紹介します。
　ニュートリノという粒子に関しては、小柴先生のノーベル賞がニュートリノの検出でしたので、ひょっとしたらお聞きになったかと存じます。ここに書いてあります戸塚先生の有名なお仕事は、地球上の大気で作られたニュートリノの数に異常性があることを見つけられたことにあります。それによって、長年ゼロと信じられていたニュートリノの質量が有限であることが判明いたしました。
　●これまでのニュートリノ実験は、宇宙や地上で自然に作られるものに限られておりました。● J-PARC では、加速器を用いて人工的にニュートリノビームを作り出します。●これを、300km先の岐阜県神岡町のニュートリノ検出器で捕え、測定いたします。ニュートリノは地中をスルスルと抜けて行きますので、土によって変化することはありませんが、ニュートリノが質量を持つと途中で変化します。●これを検出するのが目的です。
　●このような試みは世界的には日本がリードしております。そのため、この実験には、多くの外国人が参加しております。
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プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
On the other hand, the hadron experimental hall looks like this.
● Proton beam comes here and various kaon beam lines are prepared, where K=1.8 means kaons with momentum of 1.8 GeV/c.
● At SKS, hypernuclear spectroscopy will be performed for a variety of nuclei. ● In particular, searches for double hypernucleus and pentaquark are the highlights in here.
● In this beamline, kaon implantation is planned.  When kaon is implanted inside the nucleus, there is a possibility that high density matter is created. ● Kaonic atom and kaonic nucleus will be studied.
● This beam line is the neutral kaon line to study CP violation, and ● this line is for T-violation experiment.
● Finally, this line, which is not yet completed, is dedicated to the study of chiral symmetry, namely, the mass generation mechanism of bound quarks.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後にまとめますが、
●Ｊ－ＰＡＲＣは多目的な施設で、そういった意味でユニークな加速器だと思います。プロジェクトは、おかげさまで４年前に建てた工程通り進み、昨年度より全施設で利用を開始いたしました。
● 目下の最大の努力は、国際社会への開放と産業界への開放で、どちらも、まだまだこれから必死の努力が必要とされます。
● 今後の課題はたくさんありますが、利用者本位の運営が基本的な姿勢です。実は、JAEAは、本来は研究所の方のための施設建設という色合いが強いために、今年、共用促進法という新たな法律を作っていただき、多くの利用者に開放することにいたしました。
　最後に、ぜひ見学にいらっしゃって下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ここからは、二つの領域、物質や生命の科学ではどういった研究がなされ、素粒子原子核ではどういった研究がなされるかのついて述べていきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
● 23本のうち、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました。
●その後、４本が動き始め、
●さらに、もっか４本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中性子のビームラインに関してですが、
23本ポートがありますが、昨年１２月には約７本のビームラインが稼働しました、その後、４本が動き始め、
さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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中性子のビームラインに関してですが、
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さらに、もっか３本が建設中となっており、全部で約２/３が埋まって参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Let me summarize my talk.
● Concerning J-PARC, the facility was completed in JFY2009, the last year.  
Neutrino facility started to take data at Superkamiokande. 
Hadron facility is about ready to run many experiments. 
Materials and Life Facility.  Neutron and muons beams already started to produce many data and results are being published. 
● In all the areas, we are waiting for more international users to come and use it, in particular from Asian countries.
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